
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

江戸
え ど

始図
はじめず

 縦 27.6cm、横 40.0cm 松江歴史館所蔵 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今
いま

江戸図
え ど ず

 縦 27.5cm、横 40.3cm 松江歴史館所蔵 

基本展示室最終コーナー 館蔵品スポット展示 展示シート 2018.9.1（土）～9.30（日） 

 

松江に残る江戸城図 

－「江戸始図」と「今江戸図」－ 

 



「始」と「今」の江戸城図 
 

松江歴史館が収蔵する「極秘
ご く ひ

諸国
しょこく

城図
し ろ ず

」は、全国各地の 73 の城を描いた

絵図群です。 

「極秘諸国城図」には、大名・旗本屋敷地に記載されている名前や官職

から慶長 12～14 年（1607～09）の江戸城を描いたと比定できる「江戸
え ど

始図
はじめず

」があります。徳川家康が築いた慶長期の江戸城は改修等で失われ、

今はその姿をほとんど見ることができませんが、「江戸始図」の彩色によ

る描き分けや細かい描写によって、家康の江戸城の天守や門、石垣の配

置が詳しく分かりました。 

なお、「極秘諸国城図」にはもう１枚、「今
いま

江戸図
え ど ず

」という江戸城図があ

ります。「江戸始図」と同じ構図を描く「今江戸図」には大名・旗本名な

どの文字表記はありませんが、描かれている区画配置から明暦３年

（1657）の大火後の江戸城図だと考えられています。 

「江戸始図」と「今江戸図」、同一絵図群に収められたこの２枚の江戸城

図によって、江戸時代初期からおよそ５０年後の江戸城縄張りの変化や

城下町区域の変遷を知ることができます。 
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北の丸の変遷 
 

「江戸
え ど

始図
はじめず

」では重臣の屋敷地となっているが、「今
いま

江戸図
え ど ず

」では明暦 3

年（1657）の大火以降に造られる北の丸植溜
うえだめ

と馬場
ば ば

の敷地が見られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
植溜と馬場の敷地 千鳥ヶ淵の谷の延長が西へ延びていることから

「新板江戸大絵図」（寛文 10年・1670）以前 



本丸の変遷 
 

「江戸
え ど

始図
はじめず

」では本丸内に大天守と小天守を組み合わせた連立式天守を

設け、天守
てんしゅ

曲輪
ぐ る わ

を構成する軍事
ぐ ん じ

要塞
ようさい

としての城の姿を見せる。 

「今
いま

江戸図
え ど ず

」では天守曲輪を廃し、天守を本丸西端に移していて、広大

な本丸御殿の面積を確保する意図が読み取れる。 

平和な世が到来して、江戸城は戦う城から御殿機能を強化した城に姿を

変えたことがわかる。 

 

 

 

江戸始図             今江戸図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


